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-------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】栽植していない条件での「ネット＆ファン」システムの昇温抑制効果は細霧冷房

システムと同等である。システムの実装費用は 100ｍ2で 30万円を超え，費用を回収するに

は数回の作付けを要すると推定する。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

 「ネット＆ファン」システムは，ハウス側面の防虫ネットに細霧を噴霧し，強制換気によ

って気化冷却を図り，ハウス内部を冷却する技術である。500ｍ2クラスのハウスでは，遮光

処理を併用すると，外気に対し最大で３～４℃の気温抑制効果があることを明らかにして

いる。本システムを，都内に多い 100～200ｍ2程度のハウスに導入した場合の実用性を評価

するため，実装のコストや基礎的な昇温抑制効果を把握する。 

【方 法】 

 試験は，48.6㎡の小型ハウス（間口 5.4ｍ，奥行９ｍ，軒高 1.8ｍ，棟高 3.6ｍおよび散

光性農 POフィルム被覆）３棟を用い，うち１棟に「ネット＆ファン」システムを実装した

（NF区，表１）。噴霧および換気扇の制御は，スマートリレーを用いたミストコントローラ

ーで行った。比較のため，同型のコントローラーで制御するハウス内の細霧噴霧（細霧冷房）

システム（MC区），および何も設置しない区（CONT区）を設けた（表２）。システムの作動

条件は，午前８時～午後４時に内部気温が 28℃を超えた場合とし，換気扇を回し，一定の

周期で噴霧した。噴霧時間は内外の温度差に応じて長くした。いずれの区も遮光処理は行わ

なかった。 

【成果の概要】 

１．「ネット＆ファン」システムを自家で実装する際の費用をハウス 100ｍ２あたりに換算試

算すると 30万円を超え，うち５割以上をコントローラーが占めた（表１）。トマト半促成

栽培における 100ｍ2あたり粗収益は，これまでの試験成果（令和元年度成果情報）や単

価（令和２年度中央卸売市場統計値）を踏まえると 25～35 万円程度となるので，仮に，

本システムで可販果が 20％増加しても，費用の回収には４～６作を要すると推定した。 

２．NF区と MC区を観察すると，NF区は地面の濡れがないなど優位な点があった。一方，風

向きや風速によっては防虫ネットが湿りにくいなどの問題点もあった。NF 区に使われた

水量は，MC区の３割程度であり，節水できた（図１）。 

３．日中の NF区の気温は CONT区より５℃程度低下したが，MC区とは大差なかった（図２）。

一方，NF 区を，換気扇のみ稼働させた場合と比較すると，１～２℃の抑制効果にとどま

った（図３）。 

【残された課題・成果の活用・留意点】 

３月定植のトマト半促成栽培で遮光資材も併用し，ハウス内の改善効果と収益性の評価

を行う。システムの低コスト化も課題である。 
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